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上
田
市
仁
古
田
に
残
っ
て
い
る
飛
行
機

部
品
半
地
下
工
場
跡（
完
成
前
に
終
戦
）

際
、「
今
度
帰
っ
て
来
る
と
き
は
、

軽
く
な
っ
て
来
る
よ
」
と
笑
顔

で
別
れ
ま
し
た
。
久
男
さ
ん
は

そ
の
時
、
意
味
も
わ
か
ら
ず
、

気
に
も
留
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
時
す
で
に
光
雄
さ
ん
に
は

覚
悟
が
出
来
て
い
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
出
撃　光

雄
さ
ん
所
属
の
山
桜
隊
の

初
出
撃
は
、
昭
和
19
年
10
月
22

日
、
そ
の
わ
ず
か
３
日
前
の
10

月
19
日
に
特
攻
隊
編
成
の
旨
が

隊
員
た
ち
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　初
出
撃
は
、
天
候
不
良
に
よ

り
敵
艦
隊
を
発
見
で
き
ず
帰
投
。

　10
月
25
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
ダ
バ
オ
基
地

を
出
撃
し
た
山
桜
隊
は
、
つ
い

に
敵
空
母
を
捕
捉
。

　日
本
側
の
記
録
で
は
、
滝
沢

機
は
消
息
不
明
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
連
合
軍
側
の
記
録
に
よ

る
と
、
山
桜
隊
一
番
機
は
敵
戦

闘
機
に
撃
墜
さ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
二
番
機
の
滝
沢
機
は
護
衛

空
母
「
ス
ワ
ニ
ー
」
に
急
降
下
、

対
空
砲
火
を
浴
び
煙
を
出
し
な

が
ら
、
真
っ
逆
さ
ま
に
突
入
、

空
母
後
部
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

方
の
飛
行
甲
板
に
命
中
し
、
格

納
庫
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　「ス
ワ
ニ
ー
」
は
大
破
、
戦
死

71
名
、
負
傷
82
名
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
家
族
の
思
い

　光
雄
さ
ん
戦
死
後
、
翌
月
11

月
13
日
夜
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ

り
戦
果
の
報
道
が
あ
り
、
特
攻

隊
員
の
一
人
一
人
の
名
前
と
出

身
地
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
に

滝
沢
光
雄
さ
ん
の
名
前
が
あ
り

ま
し
た
。

　久
男
さ
ん
は
、
後
年
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　“突
然
の
こ
と
で
、
家
族
皆
半

信
半
疑
で
い
た
。
朝
、
門
を
開

け
に
出
る
と
、
新
聞
記
者
が
取

材
に
来
て
、
そ
こ
で
初
め
て
実

感
が
湧
い
て
き
た
。

　父
は
当
時
公
職
の
立
場
か
ら
、

「
光
雄
は
天
晴
れ
な
働
き
を
し
て

く
れ
た
。
ま
た
良
い
死
に
場
所

を
得
た
」
と
少
し
の
動
揺
も
見

せ
な
か
っ
た
。

　一
方
母
は
、「
よ
く
や
っ
て
く

れ
た
」
と
は
言
っ
て
い
た
が
、

ど
こ
か
淋
し
げ
な
感
じ
を
隠
せ

な
か
っ
た
。

　私
も
立
派
な
働
き
を
し
た
ん

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
が
、
反
面
兄

を
失
っ
た
悲
し
み
も
込
み
あ
げ

て
き
て
複
雑
な
思
い
だ
っ
た
。〟

　“今
の
世
代
、
戦
争
を
知
ら
な

い
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
、「
特

攻
の
精
神
」
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
か
疑
問
で
あ
る
が
、
三
千

余
名
の
特
攻
隊
員
が
祖
国
日
本

を
守
り
抜
こ
う
と
立
ち
上
が
り
、

南
の
空
に
散
っ
た
尊
い
心
、
行

為
は
永
く
後
世
に
伝
え
残
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
～
略
～

　当
時
の
価
値
観
は
、
軍
部
の

指
導
層
の
扇
動
で
あ
る
に
せ
よ
、

多
く
の
国
民
は
信
じ
て
い
た
。

　兄
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

長
野
大
学
坂
城
町
講
座

『
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
特
別
授
業

（
地
域
の
戦
争
跡
地
を
巡
る
）』

　８
月
６
日
（
水
）、
戦
後
80

年
平
和
学
習
事
業
と
し
て
、

長
野
大
学
坂
城
町
講
座
「
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
特
別
授

業
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

合
わ
せ
て
５
名
の
小
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　午
前
は
、
上
田
市
内
に
残

さ
れ
て
い
る
旧
飛
行
場
な
ど

の
戦
争
遺
跡
を
巡
り
、
戦
争

が
自
分
た
ち
の
身
近
な
場
所

で
起
き
て
い
た
こ
と
に
子
ど
も

た
ち
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し

た
。　午

後
は
、
長
野
大
学
の
学

生
に
よ
る
講
義
で
、
当
時
の
出

来
事
や
、
生
活
の
様
子
に
つ
い

て
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
兄
の
ひ
た
む
き
な
魂
を
、

今
も
美
し
く
、
立
派
だ
と
思
っ

て
い
る
。〟
　

お
わ
り
に

　参
考
文
献
で
あ
る
、「
山
脈
を

超
え
て
」
は
、
町
福
祉
課
（
現

福
祉
健
康
課
）
の
老
人
福
祉
生

き
が
い
事
業
と
し
て
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。

　延
べ
２
０
０
名
を
超
え
る
町

民
の
方
の
自
分
史
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
戦
争
体
験
以
外
に
も
、

激
動
の
昭
和
を
生
き
抜
い
て
き

た
先
人
た
ち
の
体
験
談
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
山
脈
を
超
え
て
」
は
町
福
祉

健
康
課
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、

町
立
図
書
館
で
貸
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　

	「
山
脈
を
超
え
て
（
第
九
回
生
）
～

『
特
攻
で
散
っ
た
兄
を
偲
ん
で
（
滝

沢
久
男
）』
～
」
山
脈
を
超
え
て

　

	

発
行
委
員
会
（
事
務
局

　坂城
町

役
場
福
祉
課
）

　

	

伊
藤
純
郎
「
航
空
特
攻
隊	

空
に

散
っ
た
信
州
人
」

　
信
濃
毎
日
新
聞
社

　
金
子
敏
郎
「
神
風
特
攻
の
記
録
」

　
光
人
社

　
　

第53回  坂城町文化祭開催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　10月25日（土）、26日（日）の２日間、南条小学校と文化の館にて、第53回坂城町文化祭を開催しました。
　展示会場の体育館では、書道、盆栽、生け花、写真、絵画、短歌、俳句、川柳、詩、レカンフラワー、木彫など様々
な分野の芸術作品が展示されました。また、音楽堂の通路では、町内保育園・幼稚園の園児の作品と町内小中
学校の児童の作品展示を行い、多くの来場者にご覧いただきました。
　音楽堂で行った芸能公演では、参加された20団体の皆さんに、素晴らしいステージを披露していただきました。
　文化の館で開催されたお茶席は、初日は表千家、2日目は裏千家により行われ、来場された方は、秋の癒しの
ひと時を過ごしていました。
　図書館と格致学校では、『図書館まつり』を同時開催し、本と雑誌のリサイクル市や戦後80年特別展示「戦
争とさかき」を開催し、学芸員による解説も行いました。

坂城町華道協会

坂城町学校図習展委員会（小中学生）

パドル体操

童謡・唱歌を楽しむ会

坂城写友会

お茶席

坂城コーラス

さかきハッピーブラス
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神
風
特
別
攻
撃
隊

　太
平
洋
戦
争
の
開
戦
か
ら
２

年
半
、
昭
和
19
年
６
月
の
マ
リ

ア
ナ
沖
海
戦
で
旧
日
本
海
軍
の

連
合
艦
隊
が
致
命
的
な
打
撃
を

受
け
、
サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
し
、

大
本
営
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
決
戦

場
と
定
め
ま
し
た
。

　劣
勢
に
陥
っ
て
い
た
航
空
兵

力
を
補
う
た
め
、
す
で
に
何
度

か
行
わ
れ
て
い
た
自
発
的
な
体

当
た
り
で
は
な
く
、
航
空
機
に

爆
弾
を
搭
載
し
、
艦
船
に
搭
乗

員
も
ろ
と
も
体
当
た
り
す
る
組

織
的
な
航
空
特
攻
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　こ
の
時
期
、
航
空
特
攻
以
外

に
も
、
魚
雷
を
改
造
し
爆
弾
を

搭
載
し
た
一
人
乗
り
人
間
魚
雷

～坂城から戦地へ②～
坂城でたどる戦争の記憶

「
回
天
」
に
よ
る
水
中
特
攻
、
爆

弾
を
搭
載
し
た
ベ
ニ
ヤ
板
製
の

水
上
特
攻
艇
「
震
洋
」
に
よ
る

水
上
特
攻
な
ど
の
訓
練
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　昭
和
19
年
10
月
、
レ
イ
テ
沖

海
戦
に
お
い
て
、
海
軍
で
最
初

の
航
空
特
攻
隊
と
な
る
、
神
風

特
別
攻
撃
隊
（
敷
島
・
大
和
・

朝
日
・
山
桜
隊
）
が
編
成
さ
れ

ま
し
た
。

　指
揮
官
（
敷
島
隊
隊
長
）
の

関
行
男
大
尉
（
海
軍
兵
学
校
出

身
）
を
除
き
、
隊
員
の
全
員
が
、

昭
和
17
年
４
月
に
土
浦
海
軍
航

空
隊
に
入
隊
し
た
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生（
予
科
練
）出
身
者
で
、

20
歳
に
も
満
た
な
い
少
年
た
ち

で
し
た
。

　そ
の
中
に
、
坂
城
町
（
旧
南

条
村
）
出
身
の
滝
沢
光
雄
さ
ん

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

生
い
立
ち

　滝
沢
光
雄
さ
ん
は
、
旧
埴
科

郡
南
条
村
鼠
宿
出
身
、
兄
弟
は

男
五
人
、
女
五
人
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
、
父
親
が
村
長
、
生

家
は
明
治
天
皇
巡
幸
「
小
休
所
」

と
い
う
家
庭
環
境
の
も
と
で
成

長
し
、
南
条
国
民
学
校
、
上
田

中
学
校（
現
上
田
高
校
）修
了
後
、

海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て
、

土
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
ま

し
た
。

　光
雄
さ
ん
の
弟
・
久
男
さ
ん

に
よ
る
と
、
幼
い
頃
か
ら
我
慢

強
く
、
思
い
込
ん
だ
ら
最
後
ま

で
成
し
遂
げ
る
強
い
信
念
と
実

行
力
を
持
っ
て
お
り
、
中
学
三

年
の
頃
か
ら
偉
人
伝
を
読
み
耽

り
、
西
郷
隆
盛
、
乃
木
希
典
、

東
郷
平
八
郎
の
肖
像
画
を
壁
に

貼
り
、
物
思
い
に
耽
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
頃
か
ら
大
空
へ
の

憧
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
。

死
の
覚
悟

　昭
和
17
年
3
月
、
土
浦
海
軍

航
空
隊
入
隊
の
た
め
、
久
男
さ

ん
は
北
塩
尻
駅
（
現
西
上
田
駅
）

ま
で
兄
を
見
送
り
ま
し
た
。

　別
れ
際
に
、
一
生
懸
命
勉
強

し
、
家
の
こ
と
、
妹
た
ち
の
こ

と
を
頼
む
、
特
に
両
親
へ
の
孝

養
を
頼
む
と
言
わ
れ
、
両
親
へ

の
手
紙
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　“元
気
で
征
っ
て
参
り
ま
す
。

　二
、三
年
来
光
雄
は
御
両
親
及

び
兄
上
達
に
迄
、
こ
と
ご
と
に

至
ら
ぬ
事
が
多
い
た
め
注
意
を

受
け
ま
し
た
が
、
伸
び
行
く
も

の
は
そ
の
前
に
必
ず
収
縮
す
る

も
の
で
す
。
鎖
国
と
い
う
収
縮

の
状
態
が
あ
っ
て
こ
そ
、
維
新

の
大
業
が
出
来
た
譯わ

け

で
す
。
光

雄
も
色
々
の
不
孝
も
あ
り
ま
し

た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
私
の

将
来
の
悠
々
た
る
伸
長
に
対
す

る
準
備
期
で
あ
っ
た
の
だ
と
考

え
て
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
熱
意
、

努
力
、
服
従
、
忍
耐
等
全
霊
を

傾
け
て
精
励
致
し
ま
す
か
ら
決

し
て
ご
心
配
下
さ
い
ま
す
な
。

ま
た
光
雄
に
は
確
固
た
る
自
信

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
両
親

様
に
は
、
深
い
信
頼
の
目
で
光

雄
の
将
来
を
期
待
し
て
下
さ
い
。

最
後
に
ご
両
親
様
の
ご
健
康
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。
尚
父
上
は

老
齢
に
加
へ
て
血
圧
が
高
い
の

で
す
か
ら
呉
々
も
ご
自
愛
下
さ

い
。〟　入

隊
か
ら
約
２
年
後
の
昭
和

19
年
３
月
、
第
一
線
出
動
の
前

に
三
日
間
の
休
暇
を
得
て
、
南

条
村
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　休
暇
が
終
わ
り
、
帰
隊
す
る

1945 → 2025
戦後 80 年
特 集
Vol.3

　戦後 80年特集第３弾は、前回に引き続き坂城町出身の方をご紹介します。今回は、坂城町（旧南条村）
出身の滝沢光雄さんの戦争の記憶（記録）を辿ります。
（※戦後 80年特集は今回で終わりとなり、次号より「ふるさと探訪」を再開します。）

八
重
山
諸
島	

小
浜
島（
沖
縄
県
竹
富
町
）

に
残
っ
て
い
る
震
洋
格
納
壕
跡

滝沢光雄さん

　6 月 28 日（土）、令和 7 年度分館スポーツ大会（スマイル
ボウリング大会）に月見区分館は 1 チームではありますが、
コロナ禍のため、なかなか参加人数が集まらなくて久しぶり
の参加となりました。開会式で町長さん、町議会議長さんの
挨拶などの後　軽運動ストレッチを講師の方の指導で参加者
の皆さんが行った後、ブロックごとに分かれて、第１レーン
において１試合、時間の関係で第６レーンにおいて１試合の
リーグ戦、計２試合が行なわれました。われらが月見区分館
は小学生～年配の方のチーム構成で強敵のチームに対して健
闘及ばず勝つことは残念ながらできませんでしたが、素晴ら
しいチームワークで勝敗にこだわりながらも和気あいあいと
していました。参加してくれた月見区のみなさんが楽しそう
にプレーをする姿を見れたの
が、月見区分館役員としてもう
れしく思えました。来年以降は
参加者が増えて２～３チームで
きて、久しぶりの勝利、あわよ
くば優勝も狙ってもらいたいと
期待しています。

　お盆の 8 月 14 日（木）に会地早雄神社境
内で夏祭りが開催されました。
　昨年、コロナ禍より 5 年ぶりの再開も直前
の豪雨により急遽、場所を公民館に移して行
う事となりましたが、今年は天候にも恵まれ

（猛暑でしたが）境内での開催となり、地域
のみなさん、帰省された方々が夕涼みがてら
多勢訪れ、飲み物（ビールなど）・フランク
フルト・ポップコーン・綿あめなども提供さ
れ、終盤には小学校 PTA 主催の子供達が対
象のビンゴ大会・スイカ割りなど子供からお
年寄りまでそれぞれが楽しい夏のひと時を過
ごしました。
　準備等大変さはありますが、地域の皆さん
の交流の場、帰
省時の楽しみの
ひとつとして続
いてほしいと思
います。

　10
月
25
日
（
土
）、
南

条
小
学
校
音
楽
堂
に
て
、

さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学

教
養
講
座
『
ば
ら
祭
り

20
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　ス
ク
リ
ー
ン
に
、
さ

か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園

の
美
し
い
写
真
が
映
る

中
、
ピ
ア
ノ
と
筝
の
素

敵
な
音
色
と
ア
ロ
マ
の

香
り
が
会
場
全
体
を
包

み
込
み
、
憩
い
の
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

ば
ら
祭
り

20
回
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

久しぶりのスマイルボウリング大会参加 鼠宿区夏祭り
分館だより月見分館 鼠宿分館

　我
が
家
に
は
３
人
の
子
供

が
い
ま
す
。
既
に
自
立
し
て

良
き
出
会
い
に
よ
り
今
夏
結

婚
を
し
た
長
男
。
知
的
・
精

神
障
が
い
が
あ
り
、
少
し
で

も
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
次
男
。

そ
し
て
、
兄
た
ち
と
は
一
回

り
以
上
年
の
離
れ
て
い
る
長

女
で
す
。

　数
年
前
に
は
な
り
ま
す

が
、
或
る
日
長
男
が
仕
事
関

係
の
方
と
電
話
で
話
を
し
て

い
る
流
暢
な
会
話
と
言
葉
遣

い
を
耳
に
し
た
と
き 

“
お
っ
、

い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
対
応

が
で
き
る
の
ね
〟
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
下
の

子
た
ち
に
目
を
向
け
て
い

る
間
に
、
い
つ
し
か
大
人
に

な
っ
て
い
た
ん
だ
と
実
感
さ

せ
ら
れ
た
時
で
し
た
。

　そ
ん
な
中
、次
男
は
中
学・

高
校
と
養
護
学
校
へ
行
く

よ
う
に
な
り
一
時
期
は
凄
く

荒
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
卒
業
し
就
労
支
援
の
事

業
所
さ
ん
へ
の
通
所
や
、
今

で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

生
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
、
地
域
の
方
や
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
方
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
少
し
ず

つ
理
解
や
出
来
る
こ
と
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
関
係
各

所
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝

で
一
杯
で
す
。

　そ
し
て
長
女
に
お
い
て
は

現
在
、
部
活
か
ら
地
域
移
行

に
な
っ
て
き
て
い
る
ク
ラ
ブ

や
町
の
ス
ポ
少
で
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
先
輩
の
応
援

や
他
者
の
試
合
を
観
戦
し
て

い
る
真
剣
な
姿
が
あ
り
、
練

習
試
合
や
大
会
で
の
一
勝
の

喜
び
・
一
敗
の
悔
し
さ
を
経

験
し
な
が
ら
次
へ
の
目
標
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　三
者
三
様
。
そ
ん
な
子
供

た
ち
に
私
は
「
推
し
活
」
し

て
い
ま
す
。

　次
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、

鳥
居
歩
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

す
。

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

子
供
た
ち
の
成
長
に

　宮
下	

ゆ
か
り

思い出の一枚


